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国
際
的
な
企
業
立
地
と
課
税

野　

村　

容　

康

一
、
は
じ
め
に

　

現
代
の
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
各
国
に
深
刻
な
財
政

上
の
圧
力
を
加
え
た
。
特
に
高
率
の
資
本
課
税
は
、
自
国

へ
の
企
業
の
立
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
、
各
国
で
は
、
経
済
成
長
を
優
先
す
る
立
場
か
ら
、
法

人
税
率
を
断
続
的
に
引
き
下
げ
て
い
く
「
租
税
競
争
」
が

展
開
さ
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
資
本
課
税
の
軽
減
は
、
そ
れ
自
体
税
収
の
減

少
や
移
動
し
に
く
い
労
働
や
消
費
へ
の
重
課
を
招
き
、
一

国
の
所
得
再
分
配
機
能
を
弱
め
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

る
。
実
際
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
一
九
九
〇
年
代
以
降
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
を
中
心
に
多
国
間
の
政
策
協
調
を
通
じ
て
「
有

害
な
租
税
競
争
」
を
阻
止
す
る
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
後
、
国
際
協
調
の
枠
組
み
が
漸
く
実
を
結
ん

だ
の
が
、
最
近
の
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
税
源
浸
食
と
利
益
移
転
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
に
始
動
し
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
多

国
籍
企
業
の
租
税
回
避
防
止
を
主
目
的
と
し
て
、
国
際
的

な
共
通
税
制
の
構
築
に
向
け
た
協
議
が
進
め
ら
れ
た
。
結

果
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
に
は
、
一
三
六
の
国
・
地
域
の
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間
で
、
①
一
五
％
の
最
低
法
人
実
効
税
率
の
設
定
、
②
一

部
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
課
税
の
導
入
、
を
柱

と
す
る
最
終
合
意
が
交
わ
さ
れ
た
。
現
在
、
二
〇
二
三
年

の
施
行
を
目
指
し
て
、
各
国
で
国
内
法
が
整
備
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
新
た
な
体
制
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
昂
進
し
た

巨
大
企
業
の
税
逃
れ
と
、
各
国
に
お
け
る
行
き
過
ぎ
た
法

人
税
の
引
下
げ
に
対
し
て
、
一
定
の
歯
止
め
を
掛
け
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
税
の
引
下
げ
競
争
と
い
う
現

象
の
有
無
と
、
現
実
に
企
業
が
課
税
に
反
応
し
て
、
税
率

の
低
い
国
に
移
動
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
別
の
問
題
で

あ
る
。
確
か
に
、
法
人
税
率
の
設
定
を
め
ぐ
り
先
進
国
間

で
戦
略
的
依
存
関
係
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
示
す
研
究
は
い
く
つ
か
存
在
す
る⑴

。
し
か
し
、
一
方
で

法
人
税
が
国
際
的
な
立
地
選
択
に
与
え
る
影
響
や
そ
の
度

合
い
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
確
た
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が

得
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
企
業
の
立
地
と

課
税
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿

で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
整
理
を
試
み
る
と
と

も
に
、
こ
の
分
野
で
の
い
く
つ
か
の
主
要
な
研
究
結
果
を

紹
介
し
た
い
。

二
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
し
て
の
企
業
立
地

⑴　

企
業
立
地
と
は

　
「
企
業
立
地
」
と
い
う
概
念
が
正
確
に
定
義
さ
れ
る
こ

と
は
少
な
い
が
、
関
連
法
に
は
「
事
業
者
が
そ
の
事
業
の

用
に
供
す
る
工
場
又
は
事
業
場
の
新
増
設
を
行
う
こ
と⑵

」

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
的
な
企
業
立
地
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
は
、
企
業
が
海
外
に
生
産
販
売
等
の
た
め
の
物

理
的
拠
点
を
設
置
す
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
内
外
で
の
企
業
立
地
が
政
策
上
き
わ
め
て

重
視
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
真
偽
は
さ
て
お
き
、
そ
れ
が
新

規
の
雇
用
や
賃
金
の
上
昇
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
新
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た
な
知
識
や
技
術
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
を
通
じ
て
既
存
企

業
の
生
産
性
を
も
高
め
、
国
内
の
経
済
厚
生
を
向
上
さ
せ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
国
際
的
な
企
業
立
地
に
似
た
よ
う
な

概
念
に
Ｆ
Ｄ
Ｉ
（
外
国
直
接
投
資
）
が
あ
る
。
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と

は
、「
あ
る
国
・
地
域
の
居
住
者
（
直
接
投
資
家
）
が
永

続
的
な
利
益
を
得
る
目
的
で
、
異
な
る
国
・
地
域
の
居
住

者
で
あ
る
企
業
（
直
接
投
資
企
業
）
に
対
し
て
行
わ
れ
る

国
境
を
越
え
た
投
資
の
一
形
態
」
と
さ
れ
て
い
る⑶

。
こ
の

点
か
ら
、
お
お
よ
そ
多
国
籍
企
業
の
事
業
に
関
連
し
た
投

資
活
動
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
必
ず
し
も
新
規
の
立

地
だ
け
に
付
随
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
解
説
に
よ
る
と
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
、
①
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
（
Ｇ
Ｆ
）
投
資
（
更
地
の
状
態
か
ら
の
実

物
投
資
）、
②
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
や
事
業
の
合
併
・
買
収
）、

③
既
存
の
外
国
拠
点
に
お
け
る
追
加
投
資
、
④
財
務
の
適

正
化
（
負
債
返
済
や
赤
字
補
填
の
た
め
の
資
本
移
転
等
）、

に
大
別
さ
れ
る⑷

。
こ
の
う
ち
、
①
と
②
は
立
地
を
伴
う

が
、
③
と
④
は
必
ず
し
も
そ
う
で
な
い
。
特
に
④
は
、
そ

れ
自
体
実
物
投
資
に
結
び
付
か
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

⑵　

多
国
籍
企
業
の
意
思
決
定

　

課
税
と
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、

よ
り
具
体
的
に
多
国
籍
企
業
が
直
面
す
る
、
ど
の
段
階
の

選
択
を
問
題
と
す
る
の
か
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず

外
国
へ
の
進
出
を
検
討
す
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
図
表
1

の
よ
う
に
、
輸
出
か
そ
れ
と
も
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
か

の
選
択
が
あ
る
。
次
に
海
外
に
移
転
す
る
と
し
て
も
、
ど

の
国
に
立
地
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
さ
ら
に
、
立
地
を

決
め
て
も
、
そ
こ
で
実
行
す
る
投
資
の
規
模
が
問
わ
れ

る
。

　

最
後
に
、
多
国
籍
企
業
に
は
、
外
国
子
会
社
が
得
た
利

益
を
ど
の
国
の
所
得
と
し
て
実
現
す
る
か
、
裁
量
の
余
地
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が
あ
る
。
実
際
、
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
契
機
と

な
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
規
制
す
る
各
国
の
国
際
課
税
制

度
の
下
で
も
、
多
く
の
場
合
、
関
連
会
社
間
で
の
移
転
価

格
の
操
作
や
貸
付
け
な
ど
を
通
じ
て
一
定
の
利
益
移
転
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
関
連
す
る
様
々
な
選
択
局
面
の
う
ち

で
、
本
稿
が
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
と
り
わ
け
図
表
の

第
2
段
階
で
の
意
思
決
定
で
あ
る
。

⑶　

Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
基
本
的
形
態

　

多
国
籍
企
業
の
立
地
選
択
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
外
国
子
会
社
を
設
立
す
る
か
と
い
う

視
点
か
ら
、
水
平
的
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
垂
直
的
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
い
う
分

類
が
役
立
つ
。

　

水
平
的
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
は
、
現
地
で
の
需
要
を
見
込
ん
で
、

親
会
社
と
同
一
の
生
産
販
売
の
工
程
を
切
り
離
し
て
、
そ

の
ま
ま
外
国
の
子
会
社
に
移
し
替
え
る
と
い
う
も
の
で
あ

図表１�　多国籍企業の意思決定

　 第1段階 海外生産 輸出

　 第2段階 　A国 B国 C国 D国

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　

　 第3段階       各国でどの程度の規模の投資を実行するか

　　　　

　 第4段階 　   例えば、A国で得た利益をどの国に配分するか

　   あるいは、本国の親会社に配当するかどうか

〔出所〕�　Devereux & Maffini （2006）に基づき作成。
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る
。
現
地
で
の
売
上
を
目
的
と
す
る
点
で
、
水
平
的
Ｆ
Ｄ

Ｉ
は
輸
出
の
代
替
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
現
地
ま
で
の

貿
易
コ
ス
ト
（
輸
送
費
用
や
貿
易
障
壁
な
ど
）
が
一
定
程

度
大
き
い
場
合
に
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
が
合
理
的
な
選
択
と
な

る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
垂
直
的
Ｆ
Ｄ
Ｉ
は
、
各
国
間
の
生
産
要

素
費
用
の
違
い
を
利
用
し
て
、
親
会
社
が
生
産
販
売
工
程

の
一
部
だ
け
を
子
会
社
に
移
す
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

労
働
コ
ス
ト
を
節
約
す
る
た
め
に
、
部
品
な
ど
の
中
間
財

は
本
国
か
ら
現
地
子
会
社
に
輸
出
し
、
そ
こ
で
現
地
の
労

働
者
を
雇
っ
て
生
産
を
行
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ
の
と

き
、
完
成
品
は
、
消
費
財
で
も
そ
の
ま
ま
現
地
で
販
売
さ

れ
る
必
要
は
な
く
、
利
益
最
大
化
を
目
指
し
て
第
三
国

（
あ
る
い
は
本
国
）
へ
の
輸
出
も
含
め
て
、
販
売
先
が
決

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る⑸

。

三
、
企
業
立
地
の
決
定
要
因
と
課
税

　

で
は
、
国
際
的
な
企
業
立
地
は
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う

な
要
因
で
決
ま
る
の
だ
ろ
う
か⑹

。
ま
た
、
そ
の
中
で
課
税

要
因
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
か
。

⑴　

Ｏ
Ｌ
Ｉ
ア
プ
ロ
ー
チ

　

こ
の
点
を
説
明
す
る
代
表
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
、
ま
ず

ジ
ョ
ン
・
ダ
ニ
ン
グ
が
提
唱
し
た
Ｏ
Ｌ
Ｉ
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
る
（D

unning

（1979

））。
こ
れ
は
、
企
業
が
外
国
で

の
事
業
に
進
出
す
る
か
ど
う
か
は
、「
所
有
（ow

ner-

ship

」、「
立
地
（location

）」、「
内
部
化
（internaliza-

tion

）」
の
三
つ
の
優
位
性
を
踏
ま
え
て
決
定
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
新
た
に
外
国
市
場

に
参
入
す
る
場
合
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
輸
出
の
選
択
が
あ
る

が
、
加
え
て
生
産
技
術
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
他
社
に
供
与
し
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て
、
現
地
生
産
を
委
ね
る
方
法
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
を
実
行
す
る
企
業
は
、
第
一
に
、
他

社
が
ま
ね
で
き
な
い
事
業
資
産
を
所
有
し
て
い
る
と
い
う

点
で
競
争
上
優
位
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
固
有
の

事
業
資
産
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
、
特
許
、
組
織
上
の
技
能
な

ど
の
知
的
財
産
・
無
形
資
産
が
あ
て
は
ま
る
。
も
し
こ
の

面
で
の
優
位
性
が
な
け
れ
ば
、
競
合
す
る
他
社
が
現
地
で

同
様
な
製
品
を
供
給
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
特
定
の
国
に
投
資
す
る
企
業
は
、
輸
出
よ
り

も
現
地
生
産
を
有
利
に
す
る
立
地
上
の
優
位
性
を
得
て
い

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
面
で
の
優
位
性
を
高
め
る
要
素
と

し
て
は
、
①
貿
易
コ
ス
ト
の
回
避
、
②
原
材
料
や
労
働
力

等
の
費
用
節
約
、
③
物
理
的
拠
点
の
確
保
に
よ
る
需
要
の

創
出
（
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
）、
④
現
地
政
府
の
魅
力
的

な
政
策
な
ど
が
あ
る
。

　

第
三
に
、
立
地
の
優
位
性
を
得
て
い
た
と
し
て
も
、
Ｆ

Ｄ
Ｉ
が
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
に
優
先
さ
れ
る
た
め
に
は
、
内

部
化
の
優
位
性
が
存
在
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
そ
れ

に
は
、
供
与
先
の
探
索
費
用
、
契
約
に
伴
う
事
務
負
担
、

取
引
相
手
の
契
約
履
行
に
関
す
る
不
確
実
性
な
ど
が
関
連

し
、
こ
れ
ら
取
引
費
用
全
般
を
回
避
で
き
る
と
い
う
利
点

が
十
分
に
大
き
い
場
合
に
Ｆ
Ｄ
Ｉ
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

こ
う
し
た
枠
組
み
の
下
で
、
課
税
要
因
は
、
三
つ
の
優

位
性
す
べ
て
に
関
連
し
う
る
が
、
現
地
政
府
の
政
策
と
し

て
特
に
立
地
の
優
位
性
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
。

実
際
、
低
率
の
法
人
税
に
限
ら
ず
、
研
究
開
発
（
Ｒ
＆

Ｄ
）
優
遇
税
制
や
一
定
期
間
だ
け
課
税
を
免
除
す
る
タ
ッ

ク
ス
ホ
リ
デ
ー
な
ど
も
、
企
業
誘
致
の
た
め
に
設
け
ら
れ

る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。

⑵　

新
古
典
派
モ
デ
ル

　

Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
与
え
る
課
税
の
効
果
は
、
デ
ー
ル
・
ジ
ョ
ル

ゲ
ン
ソ
ン
が
創
始
し
た
新
古
典
派
の
投
資
モ
デ
ル
を
使
っ
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て
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
（Jorgenson 

（1967

））。

こ
の
モ
デ
ル
は
、
も
と
も
と
封
鎖
経
済
を
想
定
し
、
法
人

税
の
よ
う
な
投
資
収
益
に
か
か
る
税
負
担
を
明
示
的
に
コ

ス
ト
要
因
と
し
て
捉
え
た
う
え
で
、
投
資
行
動
に
与
え
る

歪
曲
効
果
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
モ
デ
ル
を
開
放

経
済
に
拡
張
す
る
こ
と
で
、
や
は
り
課
税
後
の
投
資
収
益

率
に
基
づ
き
、
各
国
間
で
資
本
移
動
が
生
じ
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
提
示
し
た
。

　

完
全
な
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
市
場
の
下
、
投
資
の
限
界
収

益
が
逓
減
し
、
資
本
の
移
動
費
用
が
か
か
ら
ず
、
均
等
な

小
国
で
構
成
さ
れ
る
最
も
単
純
な
世
界
で
は
、
ど
の
国
で

投
資
が
行
わ
れ
て
も
課
税
後
の
資
本
収
益
率
（
実
質
収
益

率
）
が
等
し
く
な
る
。
仮
に
あ
る
国
で
資
本
課
税
が
引
き

上
げ
ら
れ
れ
ば
、
課
税
後
収
益
率
の
低
下
を
嫌
っ
て
資
本

は
国
外
に
流
出
す
る
。
資
本
の
流
出
は
、
課
税
前
収
益
率

が
上
昇
し
、
課
税
後
収
益
率
が
世
界
市
場
で
均
衡
す
る
実

質
収
益
率
に
等
し
く
な
る
ま
で
続
く
。
し
た
が
っ
て
、
こ

こ
で
法
人
税
負
担
と
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
い
え

ば
、
基
本
的
に
両
者
に
は
マ
イ
ナ
ス
で
、
か
つ
比
例
的
な

関
係
が
成
立
す
る
。
そ
こ
で
、
具
体
的
に
あ
る
国
に
お
け

る
法
人
税
率
一
％
の
引
上
げ
が
同
国
へ
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
を
何
％

減
少
さ
せ
る
か
を
表
す
「
税
率
弾
力
性
」
に
よ
っ
て
、
課

税
の
効
果
を
測
る
の
が
標
準
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
古
典
派
モ
デ
ル
の
枠
組
み
で
、
こ
の
弾
力
性
を
推
定

す
る
際
に
推
奨
さ
れ
る
の
が
、
限
界
実
効
税
率
（
Ｅ
Ｍ
Ｔ

Ｒ
）
と
平
均
実
効
税
率
（
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
）
の
指
標
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
一
定
の
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
資
金
調
達
方

法
を
仮
定
し
た
う
え
で
、
課
税
ベ
ー
ス
に
関
す
る
基
本
的

な
規
定
と
法
定
税
率
に
基
づ
き
、「
税
の
楔
」
が
ど
れ
だ

け
課
税
前
の
収
益
率
を
低
下
さ
せ
る
か
を
示
し
た
事
前
的

な
概
念
で
あ
る⑺

。

　

Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
が
正
常
利
潤
（
投
資
に
か
か
っ
た
す
べ
て
の

費
用
を
回
収
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
必
要
な
収
益
）
に
課
さ

れ
る
の
に
対
し
て
、
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
は
投
資
収
益
全
体
に
課
さ
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れ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
理
論
上
、
正
常
利
潤
へ
の
課

税
は
投
資
誘
因
を
阻
害
す
る
の
で
、
Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
は
、
特
定

の
立
地
を
前
提
と
し
て
そ
こ
で
の
投
資
規
模
に
影
響
を
与

え
る
が
（
図
表
１
の
第
3
段
階
）、
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
は
超
過
利

潤
（
レ
ン
ト
）
に
も
課
税
が
及
ぶ
た
め
に
、
企
業
の
立
地

選
択
（
第
2
段
階
）
に
お
い
て
重
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、

最
終
的
な
利
益
移
転
（
第
4
段
階
）
は
、
投
資
終
了
後
の

問
題
な
の
で
、
法
定
税
率
が
影
響
を
及
ぼ
す
と
み
ら
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
投
資
先
で
の
課
税
の
効
果
は
、
本
国

で
外
国
所
得
が
税
制
上
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
に
も
影

響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
を
規
定
す
る
国
際

課
税
の
枠
組
み
と
し
て
は
、
①
国
外
所
得
免
除
方
式
、
②

外
国
税
額
控
除
方
式
、
の
い
ず
れ
か
が
基
本
と
な
っ
て
い

る
。
前
者
で
は
、
外
国
源
泉
所
得
は
、
現
地
で
の
課
税
に

服
す
る
の
み
で
、
本
国
に
支
払
わ
れ
た
配
当
は
親
会
社
の

段
階
で
非
課
税
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
子
会
社
利
益
に
か

か
る
税
負
担
は
、
基
本
的
に
現
地
で
の
税
制
要
因
に
よ
っ

て
の
み
決
ま
る
。

　

他
方
、
外
国
税
額
控
除
方
式
で
は
、
全
世
界
所
得
へ
の

課
税
が
目
指
さ
れ
る
た
め
、
現
地
で
の
課
税
分
（
通
常
、

非
居
住
者
へ
の
配
当
源
泉
税
も
含
む
）
は
、
二
重
課
税
を

排
除
す
る
よ
う
本
国
で
法
人
税
を
計
算
す
る
際
に
税
額
控

除
の
対
象
と
な
る
。
し
か
し
、
通
常
、
同
方
式
の
採
用
国

で
は
、
外
国
税
額
が
本
国
で
の
税
額
か
ら
控
除
し
き
れ
な

い
場
合
は
、
そ
の
超
過
分
の
還
付
が
認
め
ら
れ
な
い
の

で
、
そ
う
し
た
控
除
制
限
は
、
本
国
よ
り
も
高
税
率
の
国

へ
の
立
地
を
妨
げ
る
要
因
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら

に
、
一
定
の
場
合
を
除
き
、
本
国
で
の
課
税
は
、
外
国
所

得
が
親
会
社
に
払
い
戻
さ
れ
る
ま
で
行
わ
れ
な
い
た
め
、

子
会
社
が
配
当
支
払
い
を
延
期
す
る
限
り
税
額
控
除
は
適

用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
鑑
み
れ
ば
、
外
国
税
額
控

除
方
式
の
下
で
さ
え
も
、
な
お
低
税
率
国
に
立
地
し
よ
う

と
す
る
誘
因
は
排
除
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。
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⑶　

Ｃ
Ｐ
モ
デ
ル

　

新
た
な
経
済
地
理
学
の
領
域
で
、
企
業
の
立
地
決
定
に

強
い
影
響
を
与
え
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
が
産
業
集
積

の
効
果
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
連
の
企
業
群
が
あ
る
特
定

の
地
域
に
集
中
す
る
こ
と
で
生
じ
る
正
の
外
部
性
を
意
味

し
て
お
り
、
一
定
の
条
件
下
で
企
業
の
収
益
率
を
押
し
上

げ
る
効
果
を
も
つ
。
ポ
ー
ル
・
ク
ル
ー
グ
マ
ン
は
、
こ
う

し
た
集
積
効
果
の
存
在
を
重
視
し
て
、
国
際
間
の
資
本
移

動
を
説
明
す
る
Ｃ
Ｐ
（core periphery; 

コ
ア
・
周
辺
）

モ
デ
ル
を
発
展
さ
せ
た
（K

rugm
an 

（1991

））。

　

企
業
の
集
積
は
、
市
場
規
模
の
大
き
な
国
で
生
じ
や
す

い
。
生
産
に
規
模
の
経
済
（
収
穫
逓
増
）
が
働
き
、
貿
易

コ
ス
ト
が
無
視
で
き
な
い
場
合
、
市
場
規
模
の
大
き
な

国
・
地
域
は
、
国
内
に
販
路
を
確
保
し
な
が
ら
も
生
産
の

拡
大
に
よ
っ
て
製
品
単
価
を
低
く
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り

収
穫
逓
増
企
業
の
立
地
が
促
さ
れ
、
こ
の
地
域
（
コ
ア
）

で
の
投
資
は
新
規
の
雇
用
を
生
み
出
す
。
雇
用
の
拡
大

は
、
労
働
者
の
所
得
を
創
出
し
、
そ
の
こ
と
が
コ
ア
で
供

給
さ
れ
る
中
間
財
と
消
費
財
へ
の
需
要
を
増
大
さ
せ
、
さ

ら
な
る
企
業
集
積
と
投
資
を
誘
う
。

　

経
済
活
動
の
集
中
は
、
特
定
技
能
を
有
す
る
労
働
者
の

市
場
の
厚
み
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
と
企
業
の

双
方
に
有
利
と
な
る
。
さ
ら
に
労
働
者
間
で
の
知
識
の
波

及
（
同
僚
や
同
業
者
間
で
の
情
報
交
換
な
ど
）
は
、
労
働

生
産
性
と
賃
金
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
生
活
拠
点
と
し
て

の
魅
力
か
ら
ま
す
ま
す
人
々
は
コ
ア
に
引
き
付
け
ら
れ

る
。

　

し
か
し
、
モ
デ
ル
で
は
、
コ
ア
へ
の
求
心
力
に
反
し

て
、
同
時
に
コ
ア
か
ら
周
辺
の
国
・
地
域
に
経
済
主
体
を

分
散
さ
せ
る
力
（
遠
心
力
）
も
作
用
す
る
（
図
表
2
）。

こ
れ
は
、
人
口
過
密
に
伴
う
地
価
の
上
昇
や
渋
滞
な
ど
に

よ
る
混
雑
費
用
の
増
大
が
負
の
外
部
性
を
生
じ
さ
せ
る
と

と
も
に
、
一
部
の
企
業
に
と
っ
て
は
、
コ
ア
で
の
激
化
す

る
競
争
を
嫌
っ
て
、
む
し
ろ
周
辺
領
域
に
固
有
な
需
要
と
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生
産
要
素
を
求
め
て
移
転
す
る
方
が
合
理
的
と
な
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
コ
ア
へ
の
集
中
は
無
限
に
続
く
わ

け
で
な
く
、
そ
の
求
心
力
を
コ
ア
か
ら
周
辺
へ
の
遠
心
力

が
勝
れ
ば
、
逆
に
周
辺
の
国
・
地
域
へ
と
経
済
活
動
が
拡

散
す
る
動
き
が
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｐ
モ
デ
ル
は
、
一
国
の
資
本
課

税
政
策
に
ど
の
よ
う
な
含
意
を
も
つ
か
。
ま
ず
、
一
定
の

市
場
規
模
の
あ
る
国
で
法
人
税
を
引
き
上
げ
た
と
し
て

も
、
そ
の
こ
と
が
必
ず
し
も
企
業
立
地
に
不
利
に
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
産
業
集
積
が
進
ん
だ
国
で
は
、
そ
こ
で

の
投
資
が
生
み
出
す
追
加
的
な
利
益
（
レ
ン
ト
）
が
、
税

の
コ
ス
ト
を
十
分
に
上
回
る
限
り
、
立
地
は
阻
害
さ
れ
な

い
。
だ
が
、
税
率
が
さ
ら
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
、
そ
の
税

負
担
が
追
加
的
な
レ
ン
ト
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
ほ
ど
増
大

し
た
場
合
に
は
、
一
転
し
て
課
税
は
、
投
資
を
阻
害
し
、

遠
心
力
の
一
要
因
と
し
て
コ
ア
に
あ
る
企
業
を
周
辺
に
追

い
や
る
こ
と
に
な
る
。

図表２�　CPモデルのイメージ

〔出所〕�　Meeteren（2021）（ResearchGate 掲載）から抜粋。
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し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
導
か
れ
る
課
税
と
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
の

関
係
性
は
、
必
ず
し
も
新
古
典
派
モ
デ
ル
が
想
定
す
る
よ

う
な
直
線
的
な
も
の
で
は
な
く
、
両
者
は
あ
る
程
度
の
粘

着
性
を
も
つ
と
と
も
に
、
税
負
担
が
一
定
水
準
を
超
え
た

局
面
で
漸
く
マ
イ
ナ
ス
の
反
応
が
生
じ
る
、
と
い
っ
た
よ

う
な
不
比
例
的
な
関
係
に
あ
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。

四
、
企
業
立
地
に
及
ぼ
す
課
税
の
効
果

　

課
税
が
企
業
立
地
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
に

つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
各
国
で
資
本
の
自
由
化
が
進
ん
だ

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
数
多
く
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
大
半
は
、
デ
ー
タ
上
の
制
約
か
ら

か
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
等
の
国
際
収
支
統
計
に
記
述
さ
れ
る
Ｆ
Ｄ
Ｉ

の
フ
ロ
ー
額
（
な
い
し
は
ス
ト
ッ
ク
額
）
を
使
っ
て
、
そ

れ
に
対
す
る
課
税
の
効
果
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

マ
ク
ロ
ベ
ー
ス
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
統
計
に
つ
い
て
は
、
先
に
み

た
通
り
Ｆ
Ｄ
Ｉ
が
複
数
の
異
な
る
要
素
で
構
成
さ
れ
、
特

に
実
物
投
資
と
金
融
フ
ロ
ー
が
区
別
さ
れ
ず
、
一
体
的
に

集
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
多
国
籍
企
業
に
よ
る
様
々
な

局
面
で
の
意
思
決
定
が
集
約
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
点

で
、
個
々
の
企
業
の
立
地
選
択
へ
の
効
果
を
み
る
場
合
に

は
適
当
で
な
い
。
実
証
分
析
に
お
い
て
企
業
レ
ベ
ル
で
の

個
票
デ
ー
タ
が
求
め
ら
れ
る
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

⑴　

産
業
集
積
の
効
果

　

こ
の
分
野
で
の
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
は
、D

evere-

ux &
 Griffi

th 

（1998

）
が
一
九
八
〇
～
一
九
九
四
年
ま

で
の
Ｓ
＆
Ｐ
に
よ
る
個
票
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
米
国
多
国

籍
企
業
に
よ
る
欧
州
三
国
（
英
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
）
へ
の
立
地
の
決
定
要
因
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
そ
の

際
、
種
類
の
異
な
る
税
率
尺
度
（
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
、
Ｅ
Ｍ
Ｔ

Ｒ
、
法
定
税
率
な
ど
）
を
用
い
て
法
人
税
の
効
果
が
比
較

さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
の
み
が
有
意
で
マ
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イ
ナ
ス
の
反
応
を
示
す
一
方
、
Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
と
法
定
税
率
で

は
そ
の
よ
う
な
効
果
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

同
研
究
の
貢
献
の
一
つ
に
、
ホ
ス
ト
国
に
お
け
る
産
業

集
積
の
度
合
い
を
明
示
的
に
考
慮
し
た
こ
と
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
①
国
内
最
終
需
要
の
三
カ
国
の
総
需
要
に
占
め

る
比
率
、
②
国
内
製
造
業
に
よ
る
生
産
額
の
同
比
率
、
③

国
内
産
業
に
お
け
る
Ｒ
＆
Ｄ
支
出
の
同
比
率
、
が
そ
れ
ぞ

れ
企
業
集
積
の
異
な
る
側
面
を
表
す
も
の
と
し
て
、
説
明

変
数
に
加
え
ら
れ
た
。
分
析
の
結
果
、
い
ず
れ
の
集
積
尺

度
も
プ
ラ
ス
で
有
意
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
企
業
立
地
に
対

す
る
集
積
効
果
の
重
要
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
同
時
に
、
こ
う
し
た
集
積
効
果
を
考
慮
し
て
も
、
課

税
要
因
は
依
然
、
立
地
に
有
意
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た⑻

。

⑵　

法
定
税
率
の
効
果

　

Buettner &
 Ruf 

（2007

）
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
の

一
九
九
六
年
～
二
〇
〇
一
年
の
企
業
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
使

用
し
て
、
ド
イ
ツ
の
非
金
融
多
国
籍
企
業
に
よ
る
先
進
一

五
カ
国
に
お
け
る
立
地
選
択
に
つ
い
て
、D

evereux &
 

Griffi
th 

（1998

）
と
同
様
な
検
証
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

税
率
の
効
果
と
し
て
は
、
や
は
り
Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
は
有
意
で
な

か
っ
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
上
記
研
究
と
は
異
な
り
、

Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
に
比
べ
て
法
定
税
率
の
方
が
高
い
予
測
力
を
示

し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
筆
者
ら
は
、
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
が
想
定

す
る
一
定
の
収
益
率
を
現
実
に
達
成
で
き
る
か
、
あ
る
い

は
各
国
の
税
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
控
除
を
実
際
に
適
用

で
き
る
か
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
不
確
実
で
あ
る
こ
と

や
、
そ
も
そ
も
多
国
籍
企
業
の
立
地
が
利
益
移
転
の
機
会

を
得
る
狙
い
か
ら
選
択
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
同
研
究
で
は
、
Ｅ
Ｕ
統
合
に
よ
り
高
ま
っ
た
域

内
資
本
の
移
動
性
が
税
率
へ
の
感
応
度
を
高
め
る
か
ど
う
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か
確
か
め
る
た
め
に
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
を
除
い
た

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
み
で
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
法
定
税
率
の
効
果
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た

が
、
市
場
規
模
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
と
労
働
コ
ス
ト
の
効
果
が
よ

り
強
ま
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

⑶　

国
際
課
税
制
度
の
考
慮

　

以
上
は
、
特
定
の
国
か
ら
の
企
業
の
対
外
進
出
を
対
象

と
し
た
た
め
、
本
国
が
採
用
す
る
国
際
課
税
制
度
の
違
い

は
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
先
述
の
と
お
り
本
国

が
外
国
税
額
控
除
方
式
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
追
加
的

な
税
を
課
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
企
業

の
立
地
選
択
に
影
響
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

Barrios et al. 

（2012

） 

は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
てBu-

reau van D
ijk 

が
提
供
す
る
個
票
デ
ー
タ
（
一
九
九
九

～
二
〇
〇
三
年
に
欧
州
三
三
カ
国
に
所
在
し
た
企
業
）
を

用
い
て
、
ホ
ス
ト
国
の
課
税
だ
け
で
な
く
、
現
地
か
ら
の

配
当
支
払
い
時
に
課
さ
れ
る
源
泉
税
や
、
本
国
で
課
さ
れ

る
追
加
的
な
法
人
税
が
及
ぼ
す
効
果
を
検
証
し
た
。
結
果

は
、
ホ
ス
ト
国
で
の
課
税
だ
け
を
考
慮
し
た
場
合
よ
り

も
、
配
当
源
泉
税
と
本
国
で
の
追
加
課
税
を
加
味
し
た
課

税
の
場
合
の
方
が
、
立
地
に
与
え
る
限
界
効
果
は
約
二

〇
％
高
く
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
全
体
と
し
て
の
課
税
の
効
果
を
分
解
す
る
と
、

源
泉
税
は
有
意
で
は
な
い
が
、
本
国
で
の
追
加
課
税
は
、

ホ
ス
ト
国
の
課
税
と
同
程
度
に
有
意
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
与
え
て
い
た
。
ホ
ス
ト
国
の
税
率
が
本
国
よ
り
も
高

く
、
外
国
税
額
控
除
の
不
足
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
ホ

ス
ト
国
へ
の
立
地
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と

み
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
結
果
、
筆
者
ら
は
、
一
部
の
国
が
外
国
税
額

控
除
方
式
を
採
用
す
る
現
状
で
は
、
親
会
社
が
ど
こ
の
国

に
所
在
し
て
い
る
か
が
子
会
社
の
立
地
に
影
響
を
与
え
る

と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
関
連
会
社
間
の
所
有
構
造
に
及
ぼ



50―　　―

証券レビュー　第62巻第６号

す
税
の
歪
み
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
外
国
税
額
控
除
方

式
か
ら
国
外
所
得
免
除
方
式
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
と

し
て
い
る⑼

。

⑷　

企
業
の
異
質
性

　

で
は
、
企
業
の
様
々
な
異
質
性
は
、
課
税
の
効
果
に
ど

の
よ
う
な
違
い
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ
う
か
。

　

O
verresch &

 W
am

ser 
（2009

）
は
、
ド
イ
ツ
多
国

籍
企
業
に
よ
る
子
会
社
の
立
地
選
択
に
与
え
る
税
の
効
果

が
、
①
事
業
活
動
の
種
類
、
②
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
動
機
、
③
国
際

化
の
程
度
、
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
八
九
～
二
〇
〇
五
年
に
か
け
て

の
欧
州
三
〇
カ
国
に
お
け
る
子
会
社
数
が
税
の
影
響
を
受

け
て
い
る
か
検
証
さ
れ
た
。

　

分
析
の
結
果
、
全
体
と
し
て
他
の
税
率
尺
度
よ
り
も
法

定
税
率
の
影
響
が
強
く
表
れ
た
が
、
製
造
業
よ
り
も
非
製

造
業
の
方
が
い
く
ら
か
強
い
反
応
を
示
し
、
中
で
も
金
融

サ
ー
ビ
ス
業
と
Ｒ
＆
Ｄ
事
業
が
最
も
税
率
に
敏
感
で
あ
っ

た
。
こ
の
点
は
、
こ
れ
ら
事
業
が
多
国
籍
企
業
内
の
タ
ッ

ク
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
利
用
さ
れ
て
い
る
実
態
を
示
唆

す
る
。

　

次
に
、
投
資
の
動
機
を
水
平
的
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
垂
直
的
Ｆ
Ｄ

Ｉ
に
分
け
る
と
、
全
サ
ン
プ
ル
で
ど
ち
ら
も
税
率
の
効
果

は
有
意
で
あ
っ
た
が
、
後
者
が
前
者
よ
り
も
僅
か
に
高

か
っ
た
。
し
か
し
、
製
造
業
の
み
に
限
る
と
、
垂
直
的
Ｆ

Ｄ
Ｉ
の
反
応
は
水
平
的
Ｆ
Ｄ
Ｉ
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
後
者
が
現
地
で
の
売
上
を
狙
い

と
す
る
一
方
で
、
前
者
が
生
産
費
用
の
節
約
を
意
図
し
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
前
者
に
お
い
て
、
税
負
担
が
コ
ス
ト

要
因
と
し
て
よ
り
強
く
意
識
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
み
ら

れ
る
。

　

三
つ
目
の
「
国
際
化
」
は
、
ド
イ
ツ
企
業
が
外
国
に
複

数
の
子
会
社
を
所
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
判
断
さ
れ

た
。
国
外
に
一
つ
し
か
子
会
社
が
な
い
場
合
は
、
利
益
移
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転
を
通
じ
た
租
税
回
避
の
余
地
は
小
さ
い
の
で
、
現
地
で

の
税
率
に
敏
感
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、
国
外
に

多
数
の
子
会
社
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
各
国
の
税
率
の
違

い
を
利
用
し
た
節
税
の
可
能
性
が
高
ま
る
た
め
、
ホ
ス
ト

国
の
税
率
と
の
関
係
性
は
弱
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
結

果
は
、
筆
者
ら
の
想
定
通
り
、
子
会
社
が
一
つ
の
ケ
ー
ス

で
の
効
果
が
複
数
の
子
会
社
を
も
つ
ケ
ー
ス
よ
り
も
強
く

表
れ
た
。

⑸　

財
政
的
外
部
性

　

上
記
分
析
で
強
い
反
応
を
示
し
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
に

は
、
銀
行
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、M

ertz 

et al. 

（2017

）
は
、
二
〇
〇
〇
～
二
〇
一
二
年
に
お
け
る

ド
イ
ツ
の
銀
行
部
門
子
会
社
の
立
地
（
八
三
カ
国
）
に
与

え
る
税
の
効
果
に
つ
い
て
、
金
融
規
制
の
要
因
を
含
め
て

検
証
を
行
っ
た
。
結
果
は
、
立
地
を
左
右
す
る
と
想
定
さ

れ
た
様
々
な
要
因
（
市
場
規
模
、
ホ
ス
ト
国
と
の
距
離
、

共
通
の
言
語
等
）
の
中
で
も
、
法
定
税
率
は
自
己
資
本
比

率
規
制
に
次
い
で
高
い
マ
イ
ナ
ス
の
反
応
を
示
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
研
究
で
よ
り
独
創
的
な
の
は
、
立
地
選

択
に
対
す
る
税
率
の
効
果
に
つ
い
て
、
通
常
の
弾
力
性

（
自
己
弾
力
性
：
ホ
ス
ト
国
の
税
率
が
当
該
国
へ
の
立
地

に
与
え
る
効
果
）
に
加
え
て
、
国
家
間
の
交
差
弾
力
性

（
ホ
ス
ト
国
の
税
率
が
別
の
国
へ
の
立
地
に
与
え
る
効

果
）
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
あ
る
投
資
先
国
の
政
策
が
第

三
国
へ
の
立
地
に
及
ぼ
す
影
響
を
定
量
的
に
示
し
た
こ
と

で
あ
る
。

　

分
析
を
通
じ
て
、
①
ホ
ス
ト
国
に
よ
っ
て
税
率
へ
の
反

応
は
か
な
り
異
な
る
こ
と
（
例
え
ば
、
自
己
弾
力
性
は
米

国
の
〇
・
〇
九
に
対
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
一
・
八
三
）、

②
あ
る
ホ
ス
ト
国
で
の
税
率
引
下
げ
が
別
の
国
の
立
地
確

率
を
ほ
ぼ
引
き
下
げ
る
中
で
、
そ
の
反
応
の
大
き
さ
も
国

と
国
の
ペ
ア
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
え

ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
税
率
引
下
げ
に
よ
っ
て
、
英
国
は
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ベ
ル
ギ
ー
に
比
べ
て
三
倍
超
も
立
地
確
率
が
低
下
す
る
と

推
定
さ
れ
た
。

　

あ
る
地
域
で
の
政
策
決
定
が
経
済
主
体
の
地
域
間
移
動

を
誘
発
す
る
こ
と
で
、
別
の
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

を
「
財
政
的
外
部
性
」
と
い
う
が
、
筆
者
ら
は
、
こ
う
し

た
外
部
性
を
防
ぐ
観
点
か
ら
多
国
間
で
の
政
策
協
調
の
必

要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

⑹　

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
投
資
と
Ｍ
＆
Ａ

　

先
に
見
た
通
り
、
企
業
立
地
を
伴
う
投
資
形
態
と
し
て

は
、
主
に
Ｇ
Ｆ
投
資
と
Ｍ
＆
Ａ
が
あ
る
が
、
両
者
で
課
税

の
効
果
は
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。H

ebous et al. 
（2011

）

は
、
ド
イ
ツ
政
府
の
企
業
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
二
〇
〇
五

～
二
〇
〇
七
年
に
国
内
企
業
が
五
六
カ
国
に
行
っ
た
新
規

Ｆ
Ｄ
Ｉ
を
、
Ｇ
Ｆ
投
資
と
Ｍ
＆
Ａ
に
分
け
て
検
証
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
新
規
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に

対
し
て
法
定
税
率
は
有
意
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
た

が
、
注
目
す
べ
き
は
、
Ｇ
Ｆ
投
資
が
Ｍ
＆
Ａ
よ
り
も
敏
感

な
反
応
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
推
定
さ
れ
た
弾
性
値
か

ら
、
法
定
税
率
一
〇
％
の
引
上
げ
が
そ
の
国
の
投
資
確
率

を
引
き
下
げ
る
程
度
は
、
前
者
で
六
・
四
％
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
後
者
は
三
・
六
％
で
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
Ｍ
＆
Ａ
へ
の
税
率
効
果
は
Ｇ
Ｆ
投
資
を
大
き
く
下

回
っ
た
の
か
。
一
つ
は
、
た
と
え
買
収
先
企
業
の
所
在
国

で
税
率
が
高
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
税
負
担
の
一
部
は

資
本
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
買
収
価
格
を
低
下
さ
せ
て
い
る

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
Ｇ
Ｆ
投
資
の
よ

う
な
新
設
工
場
の
立
地
に
関
す
る
選
択
の
範
囲
は
、
Ｍ
＆

Ａ
に
よ
る
買
収
先
企
業
の
潜
在
的
立
地
と
比
較
し
て
は
る

か
に
広
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
構
成

に
よ
っ
て
課
税
が
企
業
立
地
や
Ｆ
Ｄ
Ｉ
に
与
え
る
効
果
が

違
っ
て
く
る
こ
と
や
、
そ
の
た
め
、
あ
る
国
に
お
け
る
法

人
税
の
変
更
は
、
そ
の
国
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
構
成
に
一
定
の
影
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響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

翻
っ
て
、
日
本
企
業
に
眼
を
転
じ
た
と
き
、
そ
の
国
際

的
な
立
地
が
課
税
に
よ
り
ど
の
程
度
影
響
を
受
け
て
い
る

か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
研

究
は
、
管
見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
そ
れ
に

は
、
や
は
り
デ
ー
タ
上
の
制
約
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ま
で
国
内
の
研
究
の
多
く
が
マ
ク
ロ
統
計
の
Ｆ

Ｄ
Ｉ
デ
ー
タ
に
依
拠
し
た
分
析
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
背

景
が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
経
済
産
業
省
の
個
票
デ
ー

タ
を
使
っ
て
こ
の
問
題
に
接
近
し
た
貴
重
な
研
究
と
し

て
、
長
谷
川
・
清
田
（
二
〇
一
七
）
が
あ
る
。

　

彼
ら
は
、
日
本
に
お
け
る
二
〇
〇
九
年
度
の
国
際
課
税

制
度
の
変
更
（
外
国
税
額
控
除
方
式
か
ら
国
外
所
得
免
除

方
式
に
移
行
）
が
日
本
の
海
外
現
地
法
人
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
幅
広
く
課
税

の
効
果
を
検
証
し
て
い
る
が
、
現
地
で
の
法
人
税
率
（
お

よ
び
配
当
源
泉
税
率
）
と
現
地
法
人
数
と
の
関
係
に
つ
い

て
も
分
析
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
法
人
税
率

は
現
地
法
人
数
に
有
意
な
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
て
い

る
が
、
そ
の
効
果
は
税
制
変
更
前
の
外
国
税
額
控
除
方
式

の
下
で
も
認
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る⑽

。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
こ
う
し
た
日
本
企
業
の
海
外
展
開

に
与
え
る
税
の
効
果
は
、
未
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る

と
は
い
い
が
た
い
。
例
え
ば
、
企
業
の
異
質
性
（
業
種
、

業
態
、
規
模
、
事
業
機
能
）
や
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
動
機
、
あ
る
い

は
Ｇ
Ｆ
投
資
と
Ｍ
＆
Ａ
と
い
っ
た
投
資
形
態
な
ど
に
よ
っ

て
、
税
へ
の
反
応
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
。
ア
ジ
ア

へ
の
投
資
と
欧
州
や
米
国
へ
の
投
資
で
は
、
課
税
の
重
み

に
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
欧
米
の
多
国
籍
企
業
に
比

べ
る
と
、
日
本
企
業
は
海
外
進
出
を
図
る
に
あ
た
っ
て

タ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
視
点
が
薄
い
と
指
摘
さ
れ
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る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
か⑾

。

　

こ
う
い
っ
た
点
か
ら
も
、
日
本
企
業
を
対
象
に
し
て
、

そ
の
海
外
で
の
事
業
展
開
に
内
外
の
税
制
が
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
今
後
と
も
デ
ー
タ
面
で
の
制

約
を
乗
り
越
え
て
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
意

義
は
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

［
注
記
］　

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
基
盤
研
究
⒞
：
課
題
番
号21K

0�
1544

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
注
）

⑴　

例
え
ば
、Genschel &

 Schw
arz （2011

）
を
参
照
。

⑵　
「
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及

び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
二
〇
〇
七
年
公
布
、
二
〇
一
七
年
廃

止
）」
か
ら
抜
粋
。
た
だ
し
、
同
法
は
、
既
存
の
工
場
又
は
事
業
場
の

用
途
を
変
更
す
る
こ
と
も
企
業
立
地
に
含
め
て
い
る
。

⑶　

こ
こ
で
い
う
「
永
続
的
な
利
益
」
と
は
、
投
資
先
企
業
の
一
〇
％

以
上
の
議
決
権
の
取
得
に
よ
っ
て
顕
現
さ
れ
る
一
方
、「
直
接
投
資
企

業
」
と
は
、
五
〇
％
超
の
議
決
権
を
有
す
る
法
人
（
子
会
社
）
な
ど

が
該
当
す
る
。O

ECD
 

（2008

）, pp.48-49

を
参
照
。 

⑷　

O
ECD

 

（2008

）, pp.86-87.

⑸　

と
は
い
え
、
現
実
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
様
態
は
複
雑
で
あ
り
、
明
確
に
こ

れ
ら
二
つ
の
形
態
に
分
類
す
る
の
は
容
易
で
な
い
。
特
に
近
年
は
、

貿
易
コ
ス
ト
が
低
下
し
た
こ
と
で
、
二
種
類
の
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
輸
出
と
を

巧
み
に
組
み
合
わ
せ
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」
と
呼
ば
れ
る
Ｆ
Ｄ
Ｉ

が
出
現
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
清
田
（
二
〇
一
五
）、
二
四
頁
を
参

照
。

⑹　

こ
の
点
で
の
理
論
的
枠
組
み
の
整
理
は
、O

ECD
 

（2007

）
に
基

づ
く
。

⑺　

Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
や
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
は
、
将
来
の
実
物
投
資
に
あ
た
っ
て
の
有

益
な
集
約
的
情
報
を
提
供
す
る
一
方
で
、「
事
後
的
」
な
実
効
税
率
に

は
含
ま
れ
る
、
現
実
の
投
資
収
益
に
関
係
す
る
多
く
の
課
税
要
因

（
損
失
相
殺
の
扱
い
、
税
務
行
政
側
の
裁
量
、
租
税
回
避
ス
キ
ー
ム
の

利
用
な
ど
）
を
無
視
し
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
、
事
後
的
な
実
効
税
率
で
は
、
実
証
分
析
の
際
に
目
的
変
数
と
な

る
Ｆ
Ｄ
Ｉ
と
の
内
生
性
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
を
実
行
す
る
こ
と
自
体
が
現
実
の

税
負
担
を
も
決
定
す
る
側
面
が
あ
る
）
が
問
題
と
な
り
、
説
明
変
数

と
し
て
適
当
で
は
な
い
と
い
う
見
方
が
強
い
。

⑻　

Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｒ
に
つ
い
て
係
数
の
絶
対
値
が
集
積
を
考
慮
し
な
い
場
合

に
比
べ
て
二
〇
％
程
度
低
下
し
た
（D

evereux &
 Griffi

th 

（1998

）, 
p.352

）。

⑼　

日
本
で
は
、
二
〇
〇
九
年
度
に
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
ク
ロ
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ス
ボ
ー
ダ
ー
の
配
当
に
つ
い
て
、
従
来
の
間
接
外
国
税
額
控
除
に
代

え
て
外
国
子
会
社
配
当
益
金
不
算
入
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、

国
際
課
税
制
度
の
骨
格
が
国
外
所
得
免
除
方
式
に
転
換
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。
法
人
税
の
居
住
地
課
税
原
則
か
ら
源
泉
地
課
税
原
則
へ
の

シ
フ
ト
は
国
際
的
な
潮
流
と
さ
れ
、
英
国
で
は
二
〇
〇
九
年
に
、
米

国
で
も
二
〇
一
八
年
に
そ
れ
ぞ
れ
転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
（T

ax 
Foundation 

（
米
国
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
）。

⑽　

こ
の
点
は
、Barrios et al. 

（2012

）
と
整
合
的
で
あ
る
。
し
か

し
、
税
制
変
更
に
よ
っ
て
還
流
税
率
（
現
地
法
人
税
率
と
源
泉
税
率

な
ど
を
合
わ
せ
た
親
会
社
へ
の
配
当
支
払
い
に
か
か
る
税
負
担
率
）

が
低
下
し
た
国
で
現
地
法
人
数
が
増
え
た
と
い
う
結
果
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
（
長
谷
川
・
清
田
（
二
〇
一
七
）、
一
〇
頁
）。

⑾　

日
本
企
業
の
海
外
展
開
を
踏
ま
え
た
国
際
課
税
制
度
の
在
り
方
に

関
す
る
研
究
会
「
中
間
論
点
整
理
」
二
〇
一
五
年
一
〇
月
。
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